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教育課程の基準の改訂
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①学習指導要領の構造化



個別の知技

統合的に理解された状態

個別の思判
表

総合的に発揮できる状態

実際の社会で活用できる資質・能力
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②柔軟な教育課程編成



中央教育審議会教育課程企画特別部会7年9月19日配布資料
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デジタル学習基盤

多様な子供たちの「深い学び」を確かなものに

・「知識及び技能」
「思考力、判断力、
表現力等」の関係
の可視化

・「学びに向かう
力、人間性等」の
再整理

わかりやすくて使いやすい

学習指導要領（構造化）
多様な子供たちを包摂する柔軟な

教育課程（柔軟化）

・調整授業時数制度

・単位制の柔軟化



１．資質・能力の育成に向けた
主体的・対話的で深い学び



育成を目指す資質・能力の三つの柱

どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか

何を理解しているか
何ができるか

知識・技能

理解していること・できる
ことをどう使うか

思考力･判断力・表現力等

学びに向かう力
人間性等

18



統合的に理解された状態



中央教育審議会教育課程企画特別部会8年2月2日配布資料



総合的に発揮できる状態



知識・技能 思考力･判断力・表現力等

学びに向かう力
人間性等

知識・技能が相互につながる
（空間・時間）

知識・技能が場面や状況とつながる

生きて働く

未知の状況で
活用できる

学びを人生や
社会に生かす

関連付いて高度化し、駆動する状態に向かうこと

知識・技能が目的や価値、手応えとつながる

「個別の知識及び技能、個別の思考力、判断力、表現力等につい
て、一体的に育成しつつ、それらの統合的な理解と総合的な発揮
を促す学び」 （中央教育審議会教育課程部会教育課程企画特別部会8年8月4日配布資料）



深い学び

「知識・技能をつなぐ（関連付ける）」

↑

「活用・発揮」

「外化」



INPUT OUTPUT

Ａ：内化する → Ｂ：外化する



中央教育審議会教育課程部会総則・評価特別部会12月15日配布資料

※ 今次改訂で進める単元のまとまりごとの授業づくりを助け、「深
い学び」の実現に繋げるためにも、言語能力の発揮による「外化」（注
）が鍵を握る。

（注）書く、話すなどの活動を通じ、知識の理解や頭の中で思考したことなどを表現すること
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INPUT OUTPUT

Ａ：内化する → Ｂ：外化する

１．入力場面（大量・多様）

３．出力場面（増量・活用）

４．プロセス（頻回）

２．処理過程（可視・操作）



中央教育審議会教育課程部会生活科、総合的な学習・探究の時間ワーキンググループ4月15日配布資料



中央教育審議会教育課程部会総則・評価特別部会12月15日配布資料



２．多様な子供の実態に対応した
カリキュラム・マネジメント



■カリキュラム･マネジメントの三つ側面

①各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教
育目標を踏まえた教科横断的な視点で、その目標の達
成に必要な教育の内容を組織的に配列していくこと

②教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地域
の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、教育
課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣ
Ａサイクルを確立すること。

③教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、
地域等の外部の資源も含めて活用しながら効果的に組
み合わせること

【現行】カリキュラム・マネジメントの充実



中央教育審議会教育課程部会総則・評価特別部会8年7月22日配布資料
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➊ ステップⅠ：ねらいの明確化
・子供の実態に応じる
・教育目標と照合する 等

➋‐1 ステップⅡ：教育課程の編成・実施・調整
・時数の調整、活動選択、日課表の検討
・単元の配列（重点、横断）
・指導方法や指導形態の工夫改善 等

➋‐2 ステップⅡ：人的・物的環境の整備
・校内組織、指導体制の整備
・教材、学習環境の整備
・人的支援体制の構築 等



➊ ステップⅠ
現在の学習指導要領 総則 第２ 教育課程の編成
１ 各学校の教育目標と教育課程の編成
教育課程の編成に当たっては，学校教育全体や各教科等における指導を通 して育成を
目指す資質・能力を踏まえつつ，各学校の教育目標を明確にする とともに，教育課程の編

成についての基本的な方針が家庭や地域とも共有されるよう努めるものとする。その際，第
５章総合的な学習の時間の第２の１ に基づき定められる目標との関連を図るものとする

長期目標 「教 育 目 標」

短期目標
育成を目指す「子供の姿」「資質・能力」を明らかにする

計画概要 「グランドデザイン」

・目標分析 ・実態把握



➊ ステップⅡ
現在の学習指導要領 総則 第２ 教育課程の編成
１ 各学校の教育目標と教育課程の編成
教育課程の編成に当たっては，学校教育全体や各教科等における指導を通 して育成を
目指す資質・能力を踏まえつつ，各学校の教育目標を明確にする とともに，教育課程の編

成についての基本的な方針が家庭や地域とも共有されるよう努めるものとする。その際，第
５章総合的な学習の時間の第２の１ に基づき定められる目標との関連を図るものとする

長期目標 「教 育 目 標」

短期目標
育成を目指す「子供の姿」「資質・能力」を明らかにする

計画概要 「グランドデザイン」

・目標分析 ・実態把握

・教育課程編成

➊時数の調整（コマ移動or単位時間縮減）

➋三つのタイプ（A、B、C）から選択
⇓

【例：総合的な探究の時間・裁量的な時間】
指導計画の立案・実践・改善



教育目標

グランドデザイン

指導計画
単元計画

授業計画

➋-1 ステップⅡ（シンプル・単一）

総合的な探究の時間
裁量的な時間



各教科等

■「調整授業時数制度」（例：中学校）

➊１単位時間は50分を基本としてコマを減らして移動する

➋１単位時間は45分を基本としてコマを確保して移動する

１００コマ
８５コマ

１００コマ
８５コマ

総合的な探究の時間or裁量的な時間
（１５コマ＋１５コマ・・・）

１００コマ
（500分）

１００コマ
（500分）

２００コマ
（1000分）

５０コマ
（ 250 分）

７０コマ
（350分）

総合的な探究の時間or裁量的な時間
（250分＋250分＋500分＋125分・・・） ＋



教育目標

グランドデザイン

単元配列

単元計画

授業計画

➋-1 ステップⅡ（複雑・横断）

総合的な探究の時間
重点単元関連単元



各教科等

■「調整授業時数制度」（例：中学校）

➊１単位時間は50分を基本としてコマを減らして移動する

➋１単位時間は45分を基本としてコマを確保して移動する

１００コマ
８５コマ

１００コマ
８５コマ

総合的な探究の時間or裁量的な時間
（１５コマ＋１５コマ・・・）

１００コマ
（500分）

１００コマ
（500分）

２００コマ
（1000分）

５０コマ
（ 250 分）

７０コマ
（350分）

総合的な探究の時間or裁量的な時間
（250分＋250分＋500分＋125分・・・） ＋



中央教育審議会教育課程部会生活科、総合的な学習・探究の時間ワーキンググループ
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総合的な学習・探究の時間と各教科等の関連

資質・能力関連 学習対象関連

総合

総合

教科

教科

活用・発揮
（広い対象・自ら活用）

活用・発揮
（自在で安定的な活用）

利用・促進

利用・促進
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